
PDGA Junior World 2024 ⼤会参加報告 荒波健太
＜⼤会概要＞
期間：2024年7⽉13⽇〜7⽉20⽇
会場：アメリカ合衆国オクラホマ州タルサ
区分：Major

＜謝辞＞
今回の⼤会参加にあたり、道具、ユニフォーム、遠征費の補助をいただいたクラブジュニア
様、クラウドファンディングや直接に遠征費の援助を頂いた多くの皆様、クラウドファン
ディングを企画して下さった Disc Golf Navi の皆様、SNS で応援してくださった全ての皆様に
感謝いたします。ありがとうございました。

＜結果＞
ジュニア部⾨32位タイ（セミファイナル進出）

＜サイドイベント＞
ダブルス：１位
ロングドライブ：３１位
パッティング：３９位
スキルショット：２３位

＜概要＞
昨年に引き続いて、PDGAジュニア世界選⼿権に参加してきました。⽊曜⽇の夜に現地⼊
りし、⾦曜⽇に練習してから、⼟曜⽇のロングドライブ、パッティング、スキルショットに
出場し、⽇曜⽇はダブルスに出場しました。ダブルスでは優勝することができました。その
後⽉曜⽇に練習をして、⽕曜⽇から４⽇間で４ラウンドと、⼟曜⽇の準決勝１ラウンドを戦
うことができました。結果は３２位と昨年度（４１位）よりは順位を上げることができまし
た。⽬標としていた決勝には残れず悔しい結果になりましたが、昨年会った同年代の選⼿が
覚えてくれていて、楽しくプレーすることができました。来年最後のチャンスがあるので、
できれば挑戦したいと思っています。



＜7/12 ⾦曜⽇ 練習⽇＞

・今回の遠征は妹も参加していたので、妹が本戦
で回るTwin Bridgesというコースをはじめに回っ
て、その後、僕が回る Post Oak というコースで
練習をしました。妹とは別⾏動だったので、１⼈
で回ろうかと思ったのですが、多くの⼈が練習で
きるようにということで、知らない⼈とグループ
になって回ることになりました。めちゃくちゃフ
レンドリーな奴らばっかりで、そんなに上⼿では
なかったですが、楽しかったです。あと、何故か
英語を褒めてもらいました。Post Oak はディスク
ゴルフ専⽤コースなのですが、普通のゴルフ場み
たいなしっかりしたクラブハウスがありました。
期間中、35℃を超える⽇が多かったので、冷房が
効いているクラブハウスは助かりました。

＜7/13  ⼟曜⽇ フィールドイベント＞
まだかなり時差ぼけも残る中、暑い中で頑張れたと思います。結果は残すことはでき
ませんでしたが、やれることはやったと思います。スキルショットのときの周りの選
⼿のローラーの上⼿さには驚きました。僕も練習したいと思います。何故かちびっこ
にたくさん話しかけられて、ディスタンスの時は投げ⽅かっこいいね！みたいなのを
たくさん⾔われて、驚きました。ディスタンスで⼀番⾶んだディスクはOBでした。

↑パッティング
←ディスタンス スキルショット↓



＜7/14 ⽇曜⽇ ダブルス＞

出場希望選⼿が増えたからか、去年と違って今年は１ラウンドでの戦いでした。コース
はBlack Hawkという林間が多いコースでした。去年と同じく、⾹港からこの夏にアメリ
カに戻ったKyle君と組んで出場しました。緊張もなく、⼀緒にラウンドしてくれた選⼿
のおかげですごく快適にラウンドできた⽇でした。全体的にものすごく調⼦が良い⽇で、
パットを外した記憶もミスショットをした記憶もないくらいほぼ完璧な出来でした。⾃
分の中で、体の動き⽅が噛み合っていて多少の左右のズレはありながらも、スムーズに
投げることができていたので、あれだけのスコアが出たのかなという気がします。パー
トナーのKyle君もとても上⼿くプレーし僕のミスをカバーしてくれたおかげで優勝する
ことができました。

＜7/15 ⽉曜⽇ 練習⽇＞
この⽇は Black Hawk というコースと、Haikey Creek というコースを練習しました。妹とは
別⾏動でしたが、ちょうどスケジュールが合ったKyle君と⼀緒に練習しました。Kyle君のお
⽗さんにはホテルまで送ってもらい、すごく助かりました。

Kyle君との記念撮影 ダブルス16番のティーショット

↑トーナメントで使っていなかったた
め、アップでよく使ったコース。広く
て快適でした。

↑Blackawk の9番ホール



＜7/16 ⽕曜⽇ ⼤会１⽇⽬＞

コースは林間が多い Post Oak でした。今年は
去年と違って、予選は1⽇⽬から４⽇⽬まで毎
⽇ティータイムスタートで１⽇１ラウンドに
なりました。

ダブルスの⽇とは打って変わってとても緊張
した⽇でした。フィーチャーカードに今年も
⼊れてもらったのでYoutubeのカバレッジに
映ったり、今年は⽗が妹と⼀緒で僕とは別⾏
動だったので、周りがみんなが英語で話して
いるいつもとは違う環境だったりしたのと、
昨年の雪辱を果たしてやろうという気持ちが
すごく⼤きかったため、その裏返しで、とて
も緊張したのかなと思います。そのせいか、
体が上⼿く動かずパットもショットも⾃分の
中で噛み合うことなくラウンドが終わってし
まいました。⾃分がうまくいかない中、周り
が上⼿く投げていることで焦りを感じてし
まっていた部分もあって、取り返そうという
気持ちがここまで⼀⽇⽬のスコアを悪くさせ
た原因だと感じています。結果論になってし
まいますが、もし１⽇⽬があと少しでも上⼿
く投げていられれば、決勝に⾏ける可能性も
あったのではないかなという感じます。１⽇
⽬が終わった後はかなりの悲壮感がありまし
たが、その後、フライマーケットに⾏ってそ
こでパトリック君にあって、投げに⾏かな
い？と誘ってもらい、少し⼀緒に投げました。
彼に会うことができて、気持ちを少し切り替
えることができました。

＜7/17  ⽔曜⽇ ⼤会２⽇⽬＞

１⽇⽬にかなりショックを受けながらも、今の
ままだと準決勝にも残れないし、去年以下の成
績を取ってしまうことに危機感を覚えて、切り
替えができた状態で臨めたのは良かったです。
ラウンドでは、１⽇⽬とは違う疲労感があって、
ディスクが全て左⽅向に⾶んでいってしまいま
した。ラウンド中に改善することはできずに、
終わってしまいました。⾮常に悔しかったです
し、⾃分にかなり腹が⽴っていた⽇はこの⽇か
もしれません。それでも、この⽇は運に恵まれ
て、少し順位を上げて終わることができました。
ここまで上⼿くいかないことがあるのかという
気持ちはありましたが、１回全てを忘れて休む
ことにしました。



＜7/18 ⽊曜⽇ ⼤会３⽇⽬＞

１⽇⽬に回ったのと同じPost Oak で、
すごく嫌なイメージが残っていまし
た。この⽇は、運が良くなかったで
すが、それでも-8で回ることができま
した。１⽇⽬の反省をいかして、焦
らずに⾃分のできるショットを積み
重ねて、取れるところはしっかりと
取り切ったことが結果につながった
と思います。特に前半は周りが引く
くらい上⼿くいきました。後半はす
ごくアンラッキーなことが多くて、
全くスコアを伸ばすことはできな
かったのですが、あそこで耐えれた
のは今後のディスクゴルフ⼈⽣にい
きてくると感じています。⼀番⼤き
く順位を上げることができたのはこ
の⽇でした。

ラウンドメンバーの中で、ものすご
く早⼝で話す⼈がいて、何を⾔って
るか全く分からずに何回も聞き直し
てしまったので、もっと英語を学ん
でいかないといけないなと実感させ
られた⽇でもありました。

＜7/19 ⾦曜⽇ 第４ラウンド＞

Haikey Creek で、今年アメリカに来て
初めて回る、障害物が少なくてただた
だ⻑いコースでした。調⼦は悪くな
かったと思いますが、⻑いコースを
しっかりと取り切ることは難しく、ス
コアを伸ばすことはできませんでした。
⽇本でプレーしているとなかなかない、
バーディーパットの距離残り⽅が嫌な
感じで、決めきれないことが多かった
です。それを連続で外した時のメンタ
ルの保ち⽅が凄く難しくて、苦戦して
しまいました。去年１ラウンド⽬に⼀
緒に回った、Conor いう選⼿と⼀緒に
回ったのですが、彼は２年連続ロング
ドライブのチャンピオン（去年も今年
も700フィート以上）で、⾶距離の違い
かなりビビりました。このような何も
ないコースでは、いかに⾶距離が正義
かを思い知らされました。彼は400
フィートを平気でミッドレンジで投げ
てました。僕は⽇本では⾶ぶ⽅だと思
いますが、彼のおかげで、⾃分の⾶距
離に天狗にならずに、⽇本に帰ったら
練習しようと思いました。



＜7/18 ⼟曜⽇ 準決勝>

今年も準決勝には残ることができたので、⼟
曜⽇のラウンドを回ることができました。ア
メリカ最後の⽇でした。ショットガンでした
が、まさかの8:00スタートで、すごく朝が早
かったです。アップが中途半端になってし
まっていたのか、１投⽬にお気に⼊りのディ
スクをロストしてしまい、かなりメンタルが
やられてしまいました。⾃分でも何をしたら
上⼿くいくのか分からなかったし、こんなに
朝早くから試合で投げた経験もなかったので、
⼾惑ってしまいました。それでも、応戦して
くださっている皆さんのおかげで、最後のラ
ウンドは投げ切りたいという気持ちで、なん
とかイーブンパーで回ることはできました。
結果には全く満⾜できませんでしたが、これ
も⾃分の実⼒なので受け⽌めて、⽇本でまた
練習を積み重ねていかないといけないと感じ
させられた５⽇⽬でした。

準決勝が終わった後は、イギリスで開かれる
アルティメットのジュニア世界選⼿権に参加
するため、そのまま空港に連れて⾏ってもら
い、ここからは１⼈でイギリスへ向かいまし
た。



＜全体を通して>

去年と違って１⽇⽬の結果がすごく悪かったの
ですが、今年も⽇本の皆さんからすごく応援をし
ていただいたおかげで、最後まで諦めることなく
ラウンドし、去年よりいい順位でフィニッシュす
ることができました。ありがとうございました。
それから、今年は妹も⼀緒に参加したため⽗が別
⾏動だったので、Kyle君の両親が5⽇間僕のキャ
ディーをしてくれました。妹とはティータイムも
会場も違うため、何度かホテルへの送り迎えもし
てもらいました。とても感謝しています。今回も
アメリカ遠征がいい思い出になっているのは、英
語がまだまだ上⼿くない僕に対しても優しく接し
てくれるPatrick 君やKyle君をはじめ、⼀緒に回っ
た選⼿のおかげだと思います。⼀年振りでも僕の
ことを覚えていてくれて、親切にしてくれる彼ら
にはとても感謝しています

今年は、この⼤会の後にアルティメットの世界
選⼿権に参加する関係で、⽇本→アメリカ→イギ
リス→⽇本と20⽇間の旅になりました。⾶⾏機の
チケットの関係で、⾶⾏機に乗るのは全部１⼈で
移動することになり、アメリカとイギリスでの⼊
国審査、イギリスで空港からチームに合流するま
でなど、ちょっと不安でしたがなんとか乗り切る
ことができ、貴重な経験になりました。

最後に、改めて、クラウドファンディングでご
⽀援いただいた皆様、リアルタイムで応援いただ
いた皆様、本当にありがとうございました。

＜⾷事⾯＞
・⾷事⾯は去年の経験があったので、アメリカ
滞在中は、⽇本から持って⾏ったパックご飯や
カップうどん、スーパーで調達した材料で作っ
たサンドイッチ、スーパーで買ったカップ麺や
マクドナルドで⼝に合うものを⾷べることがで
きました。マクドナルドやChadwick選⼿に教え
てもらったメキシカン料理のテイクアウトも美
味しくて、1回だけ⾏ったステーキハウスは
めっちゃ美味しかったです。ただ、イギリスに
⾏ってからはあまり⾷事が合わず、⽇本に帰っ
てきてから⾷事が美味しく感じました。

Kyle君のお⽗さんが僕のバッグを背負っ
てくれました。

Chadwick 選⼿に教えてもらったメキシカン


